
排泄のトラブルにはこの一冊！
「とりあえず紙おむつ」は今日でおしまい。 

――2019 年 4月 15日刊行「はいせつケア・リハ」好評発売中 

～「快適なはいせつ」は暮らしの第一歩～
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株式会社 gene（本社：愛知県名古屋市、代表取締役：張本浩平、以下 gene）は、2019 年 4
月 15 日より排泄ケア・リハビリに関わる専門職の方々向けの書籍「はいせつケア・リハ」
を発売いたしました。 
 
介護現場では切っても切り離すことのできない排泄の悩みに対して、排泄用具だけでなく、
医療や食事、運動など、生活に寄り添った幅広い視点からの取り組みを紹介しております。 
 
執筆者は「むつき庵・はいせつ総合研究所」所長の浜田きよ子氏をはじめ、訪問診療医の佐々
木淳氏や、19歳で大腸を全摘出し、一時は人工肛門となった医師、石井洋介氏など、医師・
看護師・理学療法士・介護士・作業療法士・排泄機能指導士・社会福祉士・おむつフィッタ
ーといった、排泄のケア・リハに関わるスペシャリスト総勢 19 人が、それぞれの視点での
取り組み・課題・想いをわかりやすく掘り下げています。 
執筆者には患者家族も含まれており、被介護者の生活の全てに関わる多くの方々の視点で、
排泄の問題解決に取り組む必要性を訴えており、「排泄ケア・リハ」関係職種必携の一冊で
す。 
 
 
＊＊＊いまさら聞けないうんこ・おしっこの悩み＊＊＊ 

はいせつのケア・リハに悩む方の入り口として、改めて覚えておきた
い排泄対応の知識を詰め込んだ「はいせつ基礎知識」を同時収録！ 排
泄の仕組みや、しっかりと出すための体操、排泄用具の選び方、おむ
つの交換方法などの合計9項目を通じて、排泄の介助に関する知識を
深めていただけます。 簡潔な解説イラストを交え、介助に関わる方
が読みながら実践していただける点も見どころです。 

 
 
▼書籍サイト▼ 
http://urx.space/0HBZ 
※メディア様への献本可能です。ご希望の場合お問合わせください。 
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○トイレの環境

　トイレの環境作りも大切だ（写真 1）。まず、
自分でも使いたくなるようなトイレかどうかが最大
のチェックポイントである。そして、民家改造型な
どの小さなデイでも、取り入れられるかだ。
・臭いはどうか：介護施設の独特のニオイは、ま
ず排泄物からくるもの。その処分や消毒の方
法は適切か。ひぐらしでは、汚れたパッドを新
聞紙にしっかりと包み、ふたのあるバケツに入
れている。下痢などかなり緩い便が大量に出
る場合は、その新聞紙に包んだものをビニー
ル袋に入れて密封している。これだけでもニオ
イの多くは減らすことができ、いつもご家族や
来客の方が、「施設特有のニオイがないです
ね」と、言って下さる。

・いつもトイレはきれいか：使った後はどうしても汚
れるもの。どこでも汚いトイレには入りたくない。
飲食店の印象もトイレ次第で大きく違ってくる。
まして、介護施設ならなおさらトイレのきれいさ
＝質の高さだといえるのではないだろうか。『ト

イレの神様』という歌が数年前に流行ったが、
本当にそんな神様を大事にしていると、排泄
の悩みも軽くなるような感じがするのだ。男の
人だと立ってする習慣のある方が的を外してし
まうこともあるし、女の人でも座る位置（前過
ぎても後ろ過ぎても斜めでも）によって汚して
しまう。特に便失禁してしまった後のトイレは、
便座や床についていることが多い。便座の数ミ
リの溝に便が入り込んでいることがあり、時間
がたつとこびりついて取れないし、ニオイの原
因だったりする。使ってすぐにトイレをきれいに
すること、ひと手間だけどそこに時間をかけら
れるか。すぐに掃除できるよう近くに手袋や掃
除セットが用意してあるか。介助する時に介助
者が膝を床につけて移乗する場合もある。私
も、床が汚れているのを知らないで靴下やズ
ボンを濡らしてしまった経験が幾度もある。誰
か使った後は汚れていないか確認し、いつもき
れいなトイレを保っていきたいものだ。

・すぐに行けるよう数が足りているか：これは小規

頭を下げ、前か
がみの姿勢がで
きる手すり

壁に直接取り付けた
折りたためる手すり

車いすが入る広さ

足が床に着かない
時に使う足台

写真 1　トイレの環境

足置き台があると力が入りやすい
（転倒等には十分気をつける）
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出口をいかに
捉えるかが大切です

こんなシルエットが、
漏れにくく快適

違和感があると
気持ち悪い……！！

サイズが合わなかったり
隙間があると漏れやすい

●おむつは、大は小を兼ねない

①サイジング

　サイズをその方の身体に合わせること

がポイントです。アウターのサイズの大

きな違いは、股下にくる吸収帯の長さで

す。そこが余ってしまうと、漏れのスキ

マを作り、アウターが重なることでのお

むつかぶれや褥瘡の一因にもなります。

②尿量に応じたインナーの選定

・尿量を測り、その時間帯に必要な吸収

量のパッドを原則は一枚で使用すること

（重なることでのズレ、圧迫の回避）

・パッドがどのように汚染されているかを

確認して、漏れの原因を探りましょう。

③密着した付け方・履き方　

・尿取りパッドが尿道口に違和感少なく

密着する状態はアウターが不快感なく

ホールドするイメージです。

　肌に当たる範囲が広ければよいので

はなく、尿の出口をどれだけ密着して

捉えられているかが大切となります。

漏れたパッドはどうなっていた？

吸収量オーバー 体とパッドに隙間
交換頻度を増やす
吸収量を増やす

アウターのサイズを見直す
当て方を見直す

前 後

股下の隙間が、漏れの隙間に。
テープが中心に集まったら、１個サイズダウンを
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寝た姿勢で

　介助者がお腹に手を添えて軽く押さえま

す。口をややすぼめて、細くゆっくり息を

吐きながら、お腹をへこませます。できる

だけたくさん息を吐き、吐ききってから全

身の力を抜くと、自然に息がお腹に入りふ

くらみます。10 回以上繰り返します。

寝た姿勢で

　仰向けになって両膝を胸の方に近づけ、

5 秒間静止します。次に、リズミカルに軽

くお尻が浮くように反動をつけて揺り動か

します。無理せず、片方ずつでもかまいま

せん。これを10回繰り返します（1セット）。

状態に合わせて 2 ～ 3 セット行います。

座った姿勢で

　「鼻から息を吸ってお腹をふくらませてく

ださい」「口から息を吐きながらお腹をへこ

ませてください」と声をかけます。息を吸っ

てお腹をふくらませるときに、介助者はお

腹に添えた手に少し抵抗を加えます。抵抗

を加えることで、利用者自身がお腹のふく

らみを感じられるようになります。吐くとき

には、介助者も手の力を抜きます。吐くと

きは上半身を前に倒すように、吸うときは

上半身を後ろに倒すよう援助します。10

回以上繰り返します。

腹式呼吸（腹部を動かすことで腸の動きを促す、リラックス効果）

ガス抜き（腸の動きを活発にする）

その2

その1




